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　昭和38（1963）年４月１日に愛知郡鳴海町が名古屋市と合併し、私たちのまち緑区が誕

生してから、今年で50年の節目の年を迎えました。

　この記念すべき年を区民の皆さまとお祝いし、区民の皆さまの記憶に残る年にしようと

平成23（2011）年１月に緑区の各種団体の代表者の方々からなる「緑区制50周年記念事業

実行委員会」を設立し、多彩な記念事業を企画・実施してまいりました。

　区民の皆さま方を始め、多くの関係者の方々の大きな協力と力強い応援どうもありがと

うございました。無事盛況のうち、終了する事ができましたのは、皆さまの協力あっての

ことと心より感謝しております。

　さて、緑区は次の100周年に向けて新たな一歩を歩み出しました。街並みの様相はこれ

からも変貌を遂げ続け、わたしたちの生活を取り巻く環境もこれまで以上に、急速に変化

していくことが予想される「これからの時代」を考えるとき、郷土への誇りと愛着を持ち

郷土愛を醸成することは私たち世代の責務であります。

　この責務を果たすべく、区制50周年を締めくくる最後の記念事業として、この記念誌を

発刊いたしました。

　わがまち緑区には、先人から受け継がれてきた豊かな自然や歴史、伝統、文化などが数

多く残されています。この区民のかけがえのない共有財産を次代へ確実にバトンタッチす

る一つの資料として、多くの皆さまにご活用いただければ幸いに存じます。

　最後に、記念誌の発刊に当たりご尽力いただいた関係各位に感謝申し上げますとともに

緑区のさらなる発展を祈念申し上げまして、あいさつとさせていただきます。

緑区制50周年記念事業実行委員会

　　会　長　尾藤　宗男

発刊のごあいさつ



　緑区が誕生して50周年を迎え、これを記念して緑区制50周年記念事業実行委員会が「緑

区誌」を発行されますことを心からお祝い申し上げます。

　郷土を築いた先人たちの偉大な力と英知に深く敬意を表しますとともに、今日まで区政

を力強く支え、導いていただいた区民の皆さま方を始め、多くの関係者の方々に深く感謝

を申し上げます。

　この50年、緑区は自然環境に恵まれた良好な住宅地を中心として目覚ましい発展を遂げ

ました。今なお、新しいまちづくりが着々と進んでおり、16区の中で一番を誇る人口も24

万人に迫る勢いで伸び続けています。

　一方で、東海道五十三次の宿場町として栄えた鳴海や大都市に残る日本唯一の産業歴史

街道である有松の町並み、ヤマトタケルの神話が残る大高の氷上姉子神社や織田信長が青

春の夢をかなえた桶狭間古戦場などの名所・史跡、そして長い歴史の中で生まれ育まれ、

今日の世代に受け継がれてきた絞りや山車など、緑区には、歴史、文化の本物の魅力が数

多くあります。

　古くからの歴史を継承しながら進化するまち、懐かしさと新しさが共存するまち、それ

が緑区の魅力の一つとなっています。これからも、歴史・文化に根ざした魅力を大切にし、

郷土愛に満ちた「ふるさとづくり」に取り組まれる区民の皆さまのご熱意を、名古屋市で

も引き続き応援してまいりたいと考えています。

　緑区がこの区制50周年を機に一層の発展・飛躍を遂げますとともに、この記念誌が緑区

の歴史文化を次世代へ継承する助けとなり、郷土への愛着や誇りが育まれることを祈念い

たします。

　　名古屋市長　河村　たかし

発刊を祝して



　平成25（2013）年４月、緑区は名古屋市の14番目の区として誕生してから、50周年とい

う記念の年を迎えました。区民の皆さまとともに心からお祝いをしたいと思います。

　振り返りますと、この節目を区民の皆さまとお祝いし、緑区のさらなる発展を目指した

記念事業を行おうと、区政の推進にご尽力いただいております各種団体の代表者の方々と

ともに「緑区制50周年記念事業実行委員会」を立ち上げたのは、平成23（2011）年１月の

ことでした。地域と行政が一体となり記念事業を推し進めようと意気込んだその矢先に、

あの東日本大震災が発生しました。この未曾有の大災害を受け、祝賀ムードを盛り上げる

派手な広報や、記念事業をご支援いただく協賛金の募集といった対外的な活動をしばらく

の間自粛することとなり、本格的な準備に取りかかることができたのは、50周年を迎える

平成25年４月まで残り１年という時期でした。

　このような短い準備期間にもかかわらず、数多くの記念事業が成功裏に終了できました

のは、ひとえに区民の皆さま、賛助・寄付にご協力いただいた多くの皆さまのおかげと心

から感謝申し上げます。また、記念事業を陰で支えていただいた、実行委員会をはじめと

する関係者の皆さま、そして職員にもあわせて感謝を申し上げます。

　わたくしは、この節目の年を機に、心新たに、区民の皆さま一人ひとりが安心して暮ら

せるまちづくり、緑区への誇りと愛着を育んでいただけるような魅力あふれるまちづくり

に引き続き全力で邁進してまいる所存でございます。

　最後になりますが、本誌の発刊にあたりご尽力いただきました皆さまに感謝を申し上げ

ますとともに、今後とも緑区政の推進に区民の皆さまを始め関係各位の一層のお力添えを

賜りますようお願い申し上げます。

　　名古屋市緑区長　黒川　和博

発刊によせて
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